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わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には
ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての誇

りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めます
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします

する

、
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琴震沼の鯛

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
あ

ふ
れ
る
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
か
ら
市
議
会
に
対
す
る
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ゞ
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
日
の
我
が
国
の
情
勢
は
、
ゆ

れ
動
く
社
会
拙
造
の
中
で
、
行
財

政
改
革
を
国
民
的
課
題
と
し
て
取

り
組
み
、
推
進
し
て
い
く
た
め
の

地
方
分
権
の
実
現
は
、
不
可
欠
な

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
は
希
望
に
あ
ふ
れ

る
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。
私
も
市
長
に
就
任
し
て
２

回
目
の
新
年
を
迎
え
、
任
期
の
折

り
返
し
点
に
か
か
り
、
さ
ら
に
気

持
ち
を
引
き
締
め
て
市
政
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

今
日
、
社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム

が
大
き
く
握
換
を
迫
ら
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
、
不
透
明
な
明
日

に
向
か
っ
て
果
敢
に
挑
ん
で
い
か

一

時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
際
化
、
情
報
化
、
高

齢
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
の

急
速
な
変
革
に
対
応
を
迫
ら
れ
て

い
ま
す
こ
と
は
、
国
、
地
方
共
に

同
一
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
大
き
な
潮
流
の
中

で
、
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
を
築
き
上
げ
る
た
め
に
は
．
市

民
の
皆
様
と
行
政
、
議
会
が
一
体

と
な
っ
て
力
を
結
集
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
ど
も
市
議
会
と
い
た
し
ま
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
で
も
タ
ブ
ー
無
き
行
政
改
革

に
挑
戦
す
る
と
と
も
に
、
で
き
る

限
り
民
間
の
発
想
を
行
政
に
取
り

入
れ
て
い
く
こ
と
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
力
を
街
づ
く
り
に
生
か
す
具

体
的
な
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
こ
と

こ
れ
ら
を
璽
点
に
し
て
市
政
を
述

営
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
は
、
新
た
な
近
隣
セ
ン
タ

ー
の
建
設
、
福
祉
総
合
窓
口
の
開

設
、
温
水
プ
ー
ル
な
ど
の
新
事
業

に
着
手
し
ま
す
。

●

市
長

市
議
会
議
長

紹
叩
噸
女
陵

掘
婚
告

乏

一
《
／

て
も
↓
市
の
将
来
都
市
像
で
あ
る

〃
手
賀
沼
の
ほ
と
り
や
す
ら
ぎ
の

ま
ち
〃
の
形
成
を
目
指
し
ゞ
都
市

基
盤
の
整
備
を
さ
ら
に
促
進
し
、

市
民
生
活
の
一
層
の
充
実
、
魅
力

あ
ふ
れ
る
都
市
環
境
の
実
現
に
向

け
、
砿
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
市
政
に
対
し
て

温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

真
に
必
要
な
事
業
と
優
先
順
位

を
明
確
に
し
な
が
ら
、
で
き
る
限

り
小
さ
な
コ
ス
ト
で
実
行
で
き
る

よ
う
創
意
工
夫
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
「
人
と
鳥
が
共
存
す

る
ま
ち
」
を
テ
ー
マ
に
、
手
賀
沼

の
ほ
と
り
で
自
然
と
文
化
が
調
和

す
る
魅
力
と
活
力
の
あ
る
我
孫
子

を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
が
す
ば
ら
し
い
年
に
な
り

ま
す
こ
と
と
、
皆
様
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

’
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手 賀沼のほとりやすらぎのまち
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一言

④夢を実現するために 一

いや

…わたしたちにとって瓢ﾉの空簡
／

／年賀沼を誇れ鍬

ー

ちづご功
をめざしま魂

可
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・

手賀沼と遊び手賀沼を食べる【目標】昭和30年代前半の水質の復活
●沼に流入する汚濁物質への総量管理システムの導入､良質な水源の確保、

汚泥の除去など総合的な水質浄化を進めます。

●生き物が安心して生息できるサンクチュアリを設定します。また、その

区域と区分して水や生き物にふれあえる親水空間や野鳥観察舎などの整

備を進めます。

●身近な自然である手賀沼で捕れた魚や､様々な農産物に付加価値をつけ、

地域内消費を進め、漁業、農業の活性化を図っていきます。
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手賀沼を守り手賀沼を育む【目標】雁の飛来の復活
●アシ原をはじめとした水生植物の大規模な復元や斜面緑地や農地の積極

的な保全、維持を進めます。

●手賀沼と利根川などの周辺の自然環境をつなぐ大きな谷津や緑地に生物

移動経路（ビオトープネットワーク）を形成します。

●小河川や街路、公園などの身近な場所で、生物の移動や生息に配慮した
環境をつくり出していきます。

L･司
一

礪

浮葉植物
(1971～1977年絶滅）

’ 産訂マヨシ
オモダカ

ー

抽水植物 篝謬シジミカラスガイ

沈水植物
‘．（1971～1977年絶滅）

＠
ご
卓

罰
手賀沼を感じ手賀沼と生きる【目標】手賀沼を取り巻く原風景の復活と創造
●手賀沼と市街地を豊かな緑で結び、手賀沼の風を感じることのできるま

ちづくりを進めます。

●建物の色彩や外構などについてのルール化や、手賀沼の自然景観に配慮

朗底の汚泥の

~＝ーで~壼夛
〃

のも毎日｡

勇多
蓋涛ジ’

雲篝
■昭和30年ごろまでの手茸

2』

した建物等を誘導します。

●ゴミのリサイクルの一層の推進や太陽光を利用した省エネ型住宅の普及

など、環境にやさしいくらしの取り組みを進めます。

●催しの開催や各種メディアを利用した情報発信を行い、多くの人々との

交流を広めていきます。
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以前は手賀沼で子どもが

泳ぐ風景を普通に見るこ
～｡＝

と罫

罰

矛烏にふれ
ｳの各種龍

坐、

９
９

典己

鱗
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、、

画畦

|、

面積

水の量

水深

沼の周囲

流域人口

1日に流れ込む水の量

6｡5I(M(東京ディズニーランドの約14倍）

560万トン（東京ドームの約5倍）

平均0｡9m最大3.8m

381(Ⅲ（人が手をつなぐと約2.5万人）

約46万人（我孫子市の人口の約3.7倍）

約38万トン（我孫子市の1日の水使用量の約10倍）

手賀沼は小さくて浅い沼ですが、流域面積の6割近くを市街地が占めています。その

ような理由などから、貯水量あたりのCOD(水質汚染の度合いを示すひとつの基準）負
荷量は1.19/㎡・日と、他の湖沼と比べ、きわめて高い数字になっています。
水質の悪化にともない手賀沼の生態系は悪化をたどり、以前に29種観察されていた水
草は、昭和47年には6種類にまで減少し、現在はヨシ、マコモなどの抽水植物が生育
するだけになっています。

冬季にカモ類が多いことで知られる手賀沼の水鳥は、昭和30年代前半には約3万羽観
察されていましたが、40年代半ばには約1万羽、現在では約2千羽と激減しています。
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１
月
１
日
か
ら
ピ
ン
α
色
分

け
３
分
別
に
よ
る
収
集
が
始
ま
り

ま
す
。
最
寄
り
の
査
源
回
収
ス
テ

ー
、
ン
ヨ
ン
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
茶

色
の
回
収
袋
に
代
わ
っ
て
、
新
し

く
３
種
知
の
ピ
ン
回
収
袋
が
謎
か

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
今

土曜の午後のひとときを

若手音楽家の演奏とともに
｜
’ Z:S目からピンの収畠

緋万窟が雪わります
ピ
ン
の
色
分

ピンの3分別収集にご協力を
f

ま
で
の
ビ
ン
回
収
袋
は
使
わ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
回
収
袋
に
入
れ
る

ピ
ン
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

＊
白
ピ
ン
専
用
袋
…
無
色
透
明
ピ

ン＊
茶
ピ
ン
専
用
袋
・
・
茶
色
ピ
ン

＊
そ
の
他
ピ
ン
袋
・
・
無
色
透
明
ピ

ン
と
茶
色
ピ
ン
以
外
の
ピ
ン

※
化
粧
品
類
の
ピ
ン
は
、
ガ
ラ
ス

賊
と
と
も
に
、
維
芥
ゴ
ミ
と
し
て

お
州
し
く
だ
き
い
・

少
し
で
も
ゴ
ミ
を
減
ら
し
、
リ

サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
た
め
に
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。※

ピ
ン
の
分
別
方
法
「
査
源
の
回

収
全
般
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
生

活
蝿
境
課
盆
〈
師
）
０
０
１
５
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
プ
ラ
ザ
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
市
内
若
手

音
楽
家
に
よ
る
、
入
場
券
の
い
ら

な
い
オ
ー
プ
ン
な
コ
ン
サ
ー
ト
と

し
て
〃
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
〃
を

開
催
し
ま
す
。

若
い
才
能
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
土
雌
の
午
後
の
ひ
と
と
き
を
、

く
つ
ろ
い
だ
雰
囲
気
の
中
で
お
過

ご
し
く
だ
き
い
・

q

法
務
局
で
は
、
醤
さ
ん
の
土
地
・

家
屋
な
ど
に
つ
い
て
の
壷
記
率
務

を
行
っ
て
い
ま
す
が
ゞ
申
請
件
数

が
年
賓
増
加
し
、
事
務
処
理
が
遅

く
な
る
な
ど
、
皆
さ
ん
に
は
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

先
に
、
不
良
俄
椎
処
理
の
た
め

に
（
株
）
住
宅
金
融
俄
権
管
理
機
描

が
設
立
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
住
専
処

理
に
関
す
る
登
記
申
請
を
大
逓
に

提
出
す
る
こ
と
が
予
定
き
れ
て
い

ま
す
。法

務
局
で
は
、
こ
れ
ら
蕊
記
率

務
処
理
等
を
含
め
、
早
期
処
理
の

た
め
に
鍛
大
限
の
努
力
を
し
て
い

ま
す
が
、
事
務
処
理
の
遅
延
が
子

▼
日
時
１
月
皿
日
主
）
午
後
５

時
鋤
分
開
演
（
入
場
無
料
）

▼
場
所
市
民
プ
ラ
ザ

リ
え

▼
出
演
黒
岩
亮
子
、
庄
田
里
恵

（
琴
）
、
岡
村
慎
太
郎
（
三
絃
）

ご
侭
人
ざ
ぬ
た

▼
演
奏
曲
目
五
段
砧
、
琴
独
奏

お
の
え

に
よ
る
子
供
の
世
界
、
尾
上
の
松

※
曲
脚
は
、
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
プ
ラ
ザ
壷

（
認
）
２
１
１
１

つ
く
ば
ね
共
同
作
業
所
で
は
、

通
所
す
る
方
が
増
え
た
た
め
、
平

成
９
年
４
月
か
ら
新
た
に
福
祉
作

業
所
を
開
設
し
ま
す
。

新
し
い
作
業
所
は
現
在
の
作
業

所
に
隣
接
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
審

を
持
つ
方
が
、
作
業
を
と
お
し
て

社
会
参
加
の
た
め
に
学
ぶ
施
設
に

恕
さ
れ
ま
す
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

な
り
ま
す
。

一
易
新
し
い
作
業
所
の
、
名
称

を
華
集
し
ま
す
。

親
し
み
や
す
い
、
素
敵
な
名
前

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ
通

話
、
ま
た
は
ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
に
作
業
所
の
名
称
、
住
所
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
千
葉
地
方
法
務

局
柏
支
局
垂
（
唾
３
３
０
９

＆

デ
フ
ノ

氏
名
、
通
話
番
号
を
明
記
し
ゞ
１

月
瓢
日
（
金
・
必
着
）
ま
で
に
中

峠
１
５
４
４
の
５
つ
く
ば
ね
共
同

作
業
所
容
（
理
７
５
９
４
ラ
ァ

ク
シ
ミ
リ
兼
用
）
へ

〆 愛称はバーバタイム

おはなし会を

湖北台分館でも開催

お
は
な
し
会
は
、
市
民
会
餓
・

布
佐
分
館
の
二
か
所
で
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望

に
応
え
、
１
月
か
ら
新
た
に
湖
北

台
分
館
で
も
開
催
し
ま
す
。

愛
称
は
「
バ
ー
バ
タ
イ
ム
」
・

図
書
館
で
人
気
の
絵
本
「
お
ば
け

の
バ
ー
バ
パ
パ
」
か
ら
名
付
け
ま

し
た
。楽

し
い
お
話
し
や
絵
本
の
紹
介

を
し
ま
す
。

地
域
の
４
歳
か
ら
９
歳
ま
で
の

み
ん
な
、
友
達
と
一
緒
に
来
て
ね
。

▼
日
時
毎
月
第
２
金
朧
口
午
後

４
時
か
ら
４
時
加
分

▼
場
所
図
需
館
湖
北
台
分
館
児

沌
コ
ー
ナ
ー

▼
問
い
合
わ
せ
図
書
館
湖
北
台

分
館
蚕
（
蓮
３
０
５
５

'’
｜
’

絵
本
の
読
み
剛
か
せ
や
楽
し
い

お
話
を
し
ま
す
。
４
歳
か
ら
９
歳

江
戸
時
代
の
特
集
で
す
。

▼
書
名
（
著
者
）
＊
そ
の
日
ぐ

ひ
を
こ

ら
し
（
商
橘
克
彦
・
杉
浦
日
向
子
）

＊
半
七
は
実
在
し
た
（
今
井
金
吾
）

堅
さ
う
み

＊
江
戸
城
御
座
番
（
深
井
雅
海
）

＊
図
説
江
戸
町
奉
行
所
事
典
（
笹

川
良
彦
）
＊
江
戸
の
明
け
馨
れ

（
森
畑
誠
吾
）
＊
図
誹
江
戸
時

代
の
技
術
上
・
下
（
菊
池
俊
彦
）

＊
浮
世
絵
の
歴
史
（
山
口
桂
三
郎
）

＊
江
戸
さ
い
え
ん
す
図
鑑
（
さ
だ

の
り
）
＊
江
戸
人
物
伝
（
白
石

一
郎
）
＊
江
戸
大
名
の
墓
を
歩

よ
し
つ
ぐ

く
（
河
原
芳
嗣
）

｜そよかぜ号(:誰豐)1月の日程(蕊）
謬
市
民
図
書
館

殿
湖
北
台
分
館

殿
布
佐
分
館

態
移
動
図
塞
館 図

書
館

だ
よ
り

容
（
副
）
１
１
１
０

恋
（
印
）
３
０
５
５

垂
（
的
）
１
３
１
１

垂
（
師
）
０
９
０
９

●

◎
湖
北
台
分
館

Ⅱ
墨
絵
Ⅱ

大
和
墨
絵
同
好
会
の
皆
さ
ん
に

よ
る
、
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▼
作
品
・
作
者
日
の
出
．
：
松
崎

り
さ
ぷ
ろ
う

利
三
郎
（
中
峠
）
風
景
・
・
・
塩
原

と
も
え

友
恵
（
日
秀
）
風
景
…
小
野
キ

ク
イ
（
中
峠
）
花
…
秋
田
寿
美

（
中
畦
花
…
小
林
和
恵
（
中

峠
）

◎
布
佐
分
館

Ⅱ
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
。
キ
ル
ト
Ⅱ

▼
作
品
ボ
ル
チ
モ
ア
キ
ル
ト
、

私
の
町
の
ン
ン
ボ
ル
フ
ラ
ワ
ー
、

ア
ラ
ベ
ス
ク
、
早
春

口
炉
ソ
』
棚
鈩

▼
作
者
窪
、
光
土
里
〈
新
々
田
）

圏
展
示
期
間
１
月
７
日
（
火
）
か

ら
２
川
４
，
（
火
）
ま
で

ま
で
の
チ
ビ
ッ
子
、
集
ま
れ
。

▼
場
所
・
日
程
＊
市
民
会
館
第

４
会
識
室
。
：
１
月
鵡
日
（
木
）

＊
布
佐
分
館
お
は
な
し
の
へ
や
：
．

１
月
９
日
（
木
）
・
配
日
（
木
）

＊
湖
北
台
分
館
会
ｌ
バ
タ
イ
ム
）

…
１
月
、
日
（
金
）

▼
時
間
午
後
３
時
鋤
分
か
ら
４

時
（
た
だ
し
、
湖
北
台
分
館
は
４

時
か
ら
４
時
加
分
ま
で
）’

’
一

陶
芸
家
・
河
村
靖
山
展
を
開
催

市
民
プ
ラ
ザ
で
は
、
我
孫
子
湖
畔
に
移
り
住
み
、
我
孫
子
尋
常
な
お
、
蜻
山
の
作
品
に
関
す

市
に
ゆ
か
り
の
陶
芸
家
、
河
村
小
学
校
（
現
我
孫
子
第
一
小
学
校
）
る
調
査
を
引
き
続
き
行
っ
て
い

せ
い
ざ
ん

蛸
山
の
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。
で
楽
焼
き
を
指
導
す
る
な
ど
、
地
ま
す
の
で
、
作
擶
を
お
持
ち
の

京
都
出
身
の
蛸
山
頂
活
配
域
に
密
着
し
た
作
陶
生
活
を
送
り
方
は
、
連
絡
い
た
だ
く
よ
う
ご

年
か
ら
昭
和
哩
年
）
は
、
昭
和
ま
し
た
。
同
時
に
、
帝
展
・
文
展
．
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

、
年
代
か
ら
加
年
代
に
手
賀
沼
日
展
で
は
高
い
評
価
を
受
け
、
昭
▼
日
時
１
月
四
日
宮
）
か
ら

は
っ
啄
う
け
い
そ
め
つ
け
ず
い
ぎ
よ
ゅ
う
り
も
ん

し
花
瓶
．
八
方
形
染
付
瑞
魚
遊
鯉
文

和
犯
年
に
は
芸
術
院
恩
賜
１
月
犯
日
（
火
）
午
前
、
時
か
ら

賞
を
受
蛍
し
て
い
ま
す
。
午
後
５
時
〈
た
だ
し
、
理
日

今
回
は
、
我
孫
子
時
代
（
水
）
・
霊
（
木
）
は
休
館
〉

の
作
品
を
中
心
に
展
示
し
▼
場
所
市
民
プ
ラ
ザ

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
、
▼
入
場
料
無
料

風
格
の
あ
る
蜻
山
の
作
品
▼
問
い
合
わ
せ
市
民
プ
ラ
ザ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
壷
（
理
２
１
１
１

＝琴伽調べ＝

合唱団名

葦笛

あびこ工コー ズ

我孫子市民合唱団

我孫子童謡を歌う会

アンサンブル・レオーネ

ヴィクセンズ

回転木馬

コール・アムール

コール．てが

コールピュア

混声合唱団「響」

シヤウティング・フオックス

少年少女合唱団・コーラスr輔」

女声アンサンブル蘆

女声合唱団布佐ボビーズ

女声 合 唱 団 「 道」

ラメール

女声合唱団LaMere

シルバーエコーズ

プリムラコーラス

練習 場 所

湖北台市民センター★

高橋バレエスタジオ

根戸近隣センター★

天王台北近隣センター★

天王台北近隣センター★

慈紘保育園

湖北地区公民館★

新木近隣センター★

天王台北近隣センター★

井手ロホール

中央公民館★

天王台北近隣センター★

天王台北近隣センター★

湖北台10丁目自治会館

湖北白ばら幼稚園

市民会館大会議室★

布佐南近隣センター★

柴崎神社参集殿

和田幼稚園

布佐南近隣センター★

湖北台市民センター★

市民会館大会議室★

市民ブラザ★

練習日・時間

毎週火曜日AM1（

毎週月曜日AM1（

第1.3.5土曜円

第2．4日曜日
剛6:00～8:30

南凋今曜RPM2

第1.3.5土曜日PM7

第 2 4 日 曜 日 P M 4

毎週木曜日PM1:00～3:00

毎週土曜日州9:30～12:00

毎週月曜日州10;00～12:00

第2．4金曜日PM1：00～3:00

毎週木曜日剛6:45～8:45

毎週R膣RAM10:00～12:30

第1.3.5土曜

第2．4日曜

日

日剛6:00～830
J

第2．4日曜日AM9

祷凋金曜日

－

AMp

またはPM1

毎週火曜日川11

毎週月曜日州11

毎週木曜日AM10:00～PM2

1 ｣

刃0

第2．4月曜日州10:00～12:00

毎週水曜日AM10:00～12:00-

)O～12:00

:00～12:00

〕0～4

９
６

－
－

０
０
Ｊ
１

)0～11:00

10～11

〕O～4

)0～11

〕0～12郡

:00

〕0

:00

)O

)0

〕0

連絡先

塚原88-7905

遠藤84-8267

安江88-7082

前原84-6361

山下88-1673

斉藤83-1679

河村84-5643

森下88-7260

山下82-3701

坂本87-0730

稲葉85-2053

片倉87-1377

Uj百'89-0924
J

||高見ノ
'1ゞ-‘－『

84-5197

_岩堀89-0145
浜田83-2789
‐i

神山’ 89-4490

高橋88-7331
卜

ゴア

渡辺82-4591

お
は
な
し
会

図
■
案
内

『
江
戸
を
楽
し
む
」

曜日

水

木

金

水

木

金

日

８
．
塑

９
．
昭

川
・
鯉

29

16
●

30

〃
・
訓

ステーション名

湖北

中峠

背山台

平和台

新木野

久寺家

つくし野

天王台東

天王台西

白山

並木

台田

根戸

つくし野

場所

湖北地区公民館

中峠勉田谷公閲

柴崎台4号公園

布佐南近隣センター

新木児童公圃

久寺家あけぼの公園

天王台東児童公園

浅野谷3号公閲

三洋電機社宅入口

カクライ（旧丸石)家具駐車場

台田池尻公園

根戸近隣センター

東急ショッピングセンター婆

来冠 ショッピングセンター裏

時間（午後）

1:20～1:50

2:10～2:40

3:00～4:00

2:00～2:40

3:00～4:00

2:00～2:45

3:00～4:00

2:00～2:50

3:10～4:00

1

｣

I

d

3:00～4:00

10～2:15

10～3:00

}0～4:00

}0～2:40

一
一
一
一
一
一
●

ギ
ャ
ラ
リ
ー
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こ
れ
か
ら
父
親
・
緑
親
に
な
る

方
、
家
族
の
方
も
ぜ
ひ
参
加
を
。

▼
日
時
１
月
型
日
（
金
）
午
後
１

時
か
ら
３
時
鋤
分
（
受
付
は
午
後

０
時
妬
分
）

▼
内
容
＊
ビ
デ
オ
「
赤
ち
ゃ
ん
、

こ
の
す
ば
ら
し
き
生
命
」
＊
産

科
医
の
話
＊
赤
ち
ゃ
ん
の
お
瓜

跳
の
入
れ
方
（
実
謂
）

▼
時
間
午
前
９
時
訓
分
か
ら
皿

時
釦
分
（
開
姑
、
分
前
に
は
受
付

を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
・
蛾
記

用
具
は
毎
回
、
鋪
１
回
は
バ
ス
タ

オ
ル
ー
枚
（
体
操
時
に
必
要
）
、

鋪

1健康ガイド
一

1月の日曜，休日当番医： 保
健
セ
ン
タ
ー
で

湖
北
台
１
の
枢
の
崎

（
湖
北
駅
南
口
徒
歩
２
分
）

狂
（
師
）
１
１
３
１

ブ
ラ
シ，診療時間′I:荊9時から午鶴5時

,持参するもの健康保険証と診振費

､

▼
日
程
１
Ｈ
皿
日
、
幻
日
、
詔

日
の
い
ず
れ
も
火
咄
Ｒ

▼
受
付
時
間
＊
午
前
９
時
澗
分

か
ら
９
時
幅
分
…
平
成
８
年
９
月

生
ま
れ
（
通
知
し
ま
す
）
＊
午

前
９
時
媚
分
か
ら
、
時
犯
分
…
０

ｑ
母
親
学
級
日
程

、

か
ら
６
歳
児
（
相
談
の
あ
る
方
）

▼
内
容
身
体
測
定
、
赤
ち
ゃ
ん

体
操
、
栄
謎
・
育
児
な
ど
の
相
談

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

※
乳
児
健
診
は
、
母
子
健
康
手
帳

の
無
料
券
を
利
用
し
、
医
擁
機
関

で
受
け
ま
し
ょ
う
。

１
歳
半
の
頃
は
、
基
本
的
な
生

活
習
悩
を
身
に
つ
け
き
せ
る
大
切

な
時
期
で
す
。
健
全
に
育
て
て
い

く
た
め
に
、
も
う
一
度
父
親
・
母

親
の
役
割
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
問
診

票
、
歯
ブ
ラ
シ
（
親
と
子
の
２
本
）

おツ

よく

びル

判ク

菫I

ユ
予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

麻
し
ん
、
三
種
混
合
（
ジ
フ
テ

リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風
）
、
風

し
ん
、
Ｈ
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、

医
療
機
関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
実
施
医
療
機
関
お
よ
び

予
防
接
種
の
詳
細
は
、
予
防
接
種

ノ
ー
ト
〈
出
生
お
よ
び
対
象
と
な

る
転
入
者
に
は
各
翌
月
に
郵
送
）

を
ご
鎧
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
（
予
防
接
種
ノ
ー
ト
に
添
付
）
尋

▼
対
象
平
成
８
年
９
月
生
ま
れ
、

お
よ
び
生
後
蝿
か
月
未
満
で
ま
だ

一
度
も
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
受
け
て
い

な
い
方 ’

1

、

２
歳
８
か
月
児
を
対
象
に
歯
科

他
診
、
歯
み
が
き
指
導
、
希
望
者

に
は
フ
ッ
化
物
塗
布
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
１
月
瀦
、
（
木
）
午
前
９

時
巧
分
か
ら
、
時
鋤
分
受
付

▼
対
象
平
成
６
年
５
月
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
通
知

ハ
ガ
キ
、
歯
ブ
ラ
シ
（
親
と
子
の

２
本
）
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル

▽
日
時
＊
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

．
：
１
月
幻
日
（
火
）
＊
判
定
・
Ｂ

Ｃ
Ｇ
：
．
１
月
霊
日
（
木
）
、
い
ず
れ

も
午
後
１
時
嘔
分
か
ら
２
時
嘔
分

受
付

▼
持
参
輝
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
（
予
防
接
種
ノ
ー
ト
に
添
付
）

※
発
熱
な
ど
心
配
な
と
き
は
、
主

治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

新
婚
家
庭
の
主
姉
や
妊
姉
を
対

象
に
、
献
立
づ
く
り
の
ア
ド
バ
イ

保
健
セ
ン
タ
ー
の
栄
養
士
が
、

食
事
記
録
の
カ
ロ
リ
ー
チ
ェ
ッ
ク

や
献
立
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

高
血
圧
な
ど
で
食
事
娠
法
が
必

要
な
方
も
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
遮
話
予
約
（
剛
時

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

ム
シ
歯
予
防
教

’
凸

’ 室

風
幼
児
発
鬮
梱
釧

一
旧
愉
児
健
康
診
査
ヨ

一
柏
保
健
所
か
ら

▼
日
時
１
月
加
日
（
月
）
午
前
、

時
か
ら
午
後
４
時

▼
対
象
首
の
す
わ
り
が
遅
い
、

寝
返
り
が
遅
い
、
そ
り
返
り
が
強

い
、
歩
か
な
い
な
ど
発
達
の
遅
れ

が
心
配
な
乳
幼
児
（
０
歳
か
ら
２

歳
時
ま
で
）

▼
内
容
発
達
心
理
相
談
員
と
保

健
婦
に
よ
る
相
談
・
指
導

▼
日
時
１
月
皿
、
（
火
）
午
後
０

時
妬
分
か
ら
１
時
妬
分
受
付

▼
場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
平
成
５
年
、
Ｈ
１
口
か

ら
鋤
、
生
ま
れ
（
該
当
児
に
は
通

知
し
ま
す
）

▼
持
参
雌
子
健
康
手
帳
、
尿
、

３
歳
児
雌
雌
診
在
瑛

ス
、
調
理
実
習
を
し
ま
す
。

▼
日
時
１
月
虹
日
（
金
）
午
前
９

時
鋤
分
か
ら
正
午
（
受
付
は
午
前

９
時
巧
分
）

▽
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
華
記

さ
ん

用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
主

食
（
お
に
ぎ
り
等
）

▼
参
加
費
３
０
０
円
（
材
料
代
）

▼
申
し
込
み
電
話
で
１
月
聖
日

（
金
）
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

肩
こ
り
や
腰
痂
で
お
悩
み
の
方
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
時
間
午
後
１
時
鋤
分
か
ら
３

、

3

健
康
診
査

Ｉ
脳
ゆ
健
圃
間
削
幽

｜
塵

▼
日
時
１
月
、
側
、
画
日
、
聖

日
の
い
ず
れ
も
金
蝿
日
、
受
付
は

午
後
２
時
か
ら
４
時

▼
対
象
橘
神
病
、
糟
神
神
経
症

な
ど
の
心
の
病
で
悩
ん
で
い
る
方

▼
内
容
糖
神
保
健
相
談
貝
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。
（
蛎
託
医
に
よ

る
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
）

▼
日
時
１
月
皿
口
（
火
）
、
”
側

（
月
）
午
後
２
時
か
ら
４
時

▼
対
象
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
抱

え
た
本
人
や
そ
の
家
族

▼
内
容
縮
神
保
健
相
談
貝
が
相

談
に
応
じ
ま
す
〈
専
門
医
に
よ
る

相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
）

時
（
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
）

▼
持
参
健
康
手
帳
、
体
操
の
で

き
る
服
装

▼
申
し
込
み
砥
話
ま
た
は
泣
接

保
健
セ
ン
タ
ー
へ

ぐ
肩
こ
り
腰
痛
教
室
日
程

▼
日
時
１
月
詔
Ⅱ
（
木
）
午
後
１

時
か
ら
２
時

▼
対
象
整
形
外
科
的
な
心
配
の

あ
る
焔
歳
末
術
の
乳
幼
児
と
児
逝

▼
内
容
悠
形
外
科
医
に
よ
る
診

察
、
保
健
端
に
よ
る
指
導
な
ど

▼
持
参
畷
子
他
康
手
帳

▼
申
し
込
み
砿
話
で
柏
保
他
所

保
健
指
導
課
へ
（
予
約
制
）

柏
市
柏
２
５
５

盆
（
師
）
１
２
５
５

Ｉ
ル
悩
み

Ｉ
ル
悩
み
ご
と

康
と
相
睡

＝●ー~＝■ー■ー■ー甲‐■ー■ー●ー■ｰPPウー●ー●ー■一F＝■一s一口ー■ー｡ーけ年･~｡＝P＝伊一色一■■■庁＝｡ー●■■■一●＝｡‐aーター◆ー●一・一pｰgーター｡ーp幻●ー凸一｡ー｡ー占一｡ー■■■”■■■＝●ー■一己＝ヴー●＝｡一写一F‐伊一■ー■＝eー●＝母

不
用
品
備
報
コ
ー
ナ
ー
は
、
毎

月
１
日
号
の
広
報
で
褐
戦
し
て
い

ま
す
。な

お
、
コ
ー
ナ
ー
掲
減
は
、
市

民
生
活
課
消
費
生
活
係
で
、
遜
話

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
コ
ー
ナ
ー
利
用
上
の
注
意
取

り
扱
う
品
物
は
、
家
具
台
所
用

文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。

締切は毎月1311(必着)。ハガキで1人1作に限

ります。

応募先我孫子1858市役所広報広聴課

⑮
⑤
③
⑮
③
ｅ
⑪
③
⑪

短歌 排句
山本寛太選 染谷杲径選

今
朝
も
会
ひ
て
め
を
と
白
鳥
次
に
こ
そ
卵
か
へ
せ
と

声
に
は
げ
ま
す
三
谷
和
夫

お
も

手
鐙
沼
の
面
に
映
れ
り
メ
タ
セ
コ
イ
ア
も
み
づ
る
五

本
あ
ざ
や
か
に
し
て
山
、
魁

さ
ざ
ん
か

春
よ
り
も
冬
咲
く
臼
の
山
茶
花
は
病
み
伏
す
吾
の
心

和
ら
ぐ

中
野
武

あ
が
な
心
か

二
人
明
の
小
さ
き
テ
ー
ブ
ル
雌
ひ
て
妻
と
対
へ
ば
心

た
の
し
も

村
上
弘

ゆ

知
覧
基
地
飛
び
立
つ
逝
き
に
し
特
攻
の
兵
ら
は
年
令

二
十
歳
前
後
奥
理
吏
江

人
混
め
ば
立
止
る
な
き
熱
帯
の
洋
ら
ん
パ
ー
ク
に
し

る
く
香
の
立
つ
公
手
孝
嗣

そ
れ
ぞ
れ
に
我
が
背
を
越
ゆ
る
孫
達
と
・
ン
ヤ
ン
ペ
ン

を
開
け
グ
ラ
ス
を
上
ぐ
る

小
出
礼
子

つ
ら
ぺ
鉱
と

手
斑
沼
に
釣
瓶
落
し
の
大
い
な
る
陽
は
音
も
な
く
沈

み
行
く
な
り

篠
田
ま
さ

卒
寿
近
き
師
は
家
の
床
修
理
な
し
十
年
も
て
ば
良
し

と
笑
み
た
り

村
上
道
代

さ
ざ
ん
か

二
十
年
樹
形
つ
く
り
し
盆
栽
の
赤
き
山
茶
花
咲
き
み

ち
に
け
り

有
馬
尚
二

ば
ん
し
る

大
総
の
鼻
筋
皓
く
初
明
り

宮
腰
多
加
雄

つ
わ

こ
そ
く
さ
い

石
蕗
咲
く
や
娘
ら
息
災
の
便
り
あ
り
松
浦
日
梅

わ
び
す
〃

う
と

侘
助
や
術
素
に
生
き
て
世
に
疎
し
小
野
康
子

す
く

絹
豆
腐
そ
ろ
り
と
掬
う
冬
の
水
田
中
栄
太
郎

セ
ピ
ア
色
の
ア
ル
バ
ム
開
く
夜
長
か
な
篠
田
ま
さ

し
ゅ
つ
６

橋
掛
り
一
管
の
笛
淑
気
満
つ
壁
谷
千
鶴
子

坂
下
の
屋
根
に
今
降
る
落
葉
か
な
商
沢
千
代
子

か
げ
も
み
じ

水
底
の
石
に
鶏
あ
り
紅
葉
散
る
公
手
孝
嗣

ざ
よ
う
し
よ
う
め

小
春
日
や
荷
く
ず
れ
直
す
行
商
女
青
山
陽
子

え
り襟

立
て
て
く
ぐ
る
居
酒
屋
年
州
し
む
海
老
原
千
代
子

伽
も
ず
の
尚
な
き
す
る
や
柿
の
枝
有
馬
尚
二

北
風
に
せ
か
さ
れ
し
ま
ま
針
仕
事
田
、
一
子

｡

品
、
砿
気
製
品
、
子
ど
も
用
品
、

学
習
用
齢
な
ど
、
主
と
し
て
日
用

雑
蛍
等
の
耐
久
消
費
財
と
し
ま
す
。

衣
類
、
生
き
物
、
自
動
車
、
バ

イ
ク
〈
原
動
機
付
き
自
転
車
含
む
）

は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
云

（
理
１
１
１
１
内
線
３
２
９

し
あ
わ
せ
学
級

母
親
学
級日

1日

2日

3日

5日

12日

15日

19日

26日

病・医院名

平和台病院

我孫子つくし野病院

アビコ外科整形外科病院

我孫子東邦 病 院

平和台病 院

長田内科胃腸科

我孫子東邦病院

我孫子聖仁会病院

めかるこどもクリニック

我孫子東邦病院

近藤胃腸科外科

電話

89-1111

84-2211

84-7321

82-8166

89-1111

89-3101

82-8166

88-3111

85-5666

82-8166

84-0211

第1回

第2回

1月10日

(金）

1月17日

(金）

･妊娠中、産後の生稲

･妊娠体操（爽習）

･妊娠中の歯科衛生

(歯みがき実習）

･妊娠中の栄韮

･赤ちゃんの蕊徽

育
児
相
談

猫犬

の
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す

市
に
は
、
犬
・
猫
の
飼
い
方
④
散
歩
中
の
糞
の
後
始
末
を
し

に
関
す
る
苦
情
が
数
多
く
寄
せ
な
い

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
こ
う
し
た
苦
情
の
多
く
は
、

特
に
多
い
苦
情
が
、
犬
・
猫
の
飼
い
主
が
「
愛
怖
と
寅
任
」
を

ふ
ん
に
と
う

誕
尿
や
放
し
飼
い
に
つ
い
て
で
、
持
っ
て
飼
い
、
き
ち
ん
と
し
た

市
に
寄
せ
ら
れ
る
苦
怖
件
数
は
〃
し
つ
け
″
を
し
て
い
れ
ば
防

一
年
間
で
約
１
０
０
件
を
数
え
げ
る
問
題
ば
か
り
で
す
。
一
部

る
ほ
ど
で
す
。
苦
情
の
主
な
内
の
マ
ナ
ー
の
悪
い
飼
い
主
の
た

容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
め
に
、
飼
い
主
全
体
に
迷
惑
が

①
他
人
の
玄
関
先
や
土
地
に
渡
か
か
り
ま
す
。
愛
犬
（
猫
）
が

尿
を
す
る
近
隣
や
他
人
に
迷
惑
を
か
け
て

②
鴫
き
声
が
う
る
さ
い
い
な
い
か
、
一
易
機
会
に
も
う

③
公
園
や
腱
園
な
ど
で
放
し
飼
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

い
に
す
る
▼
問
い
合
わ
せ
広
報
広
聴
課

1
－匿一

砥
６
か
月
児
醒夜間の急病のときは

零竺鰻恐(蹄)111141
1月16日

(木）

午前9時15分～10時30分

平成7年6月生まれ

(通知します）

1月9日

(木）

期
日

受
付

対
象

す
こ
や
ガ
栄
饗
教
室

栄
養
相
談

個別 接 種

日
本
脳
炎

生
後
６
月
か
ら
卯
月
未
満
・
１
期
初
回
（
２
回
）

及
び
１
期
追
加
（
１
回
）
接
種

風
し
ん

生
後
哩
月
か
ら
卯
月
未
満
・
麻
疹
接
諏
後
に
１

回
接
穂

三
種
混
合

－

破百ジ

侮日¥
せり

風きア

接※及生
後
３
月
か
ら
卯
月
未
満
・
１
期
初
回
（
３
回
）

ぴ
１
期
追
加
（
１
回
）
接
菰

百
日
せ
き
に
か
か
っ
た
人
は
、
二
種
混
合
を

甑

麻
疹
（
は
し
か
）

生
後
胆
月
か
ら
卯
月
未
満
．
１
回
接
種

予
防
接
種
名

対
象
年
齢
・
接
種
回
数

肩
こ
り
・
腰
痛
教
室

療
育
相
談

期 日

1月7日

(火）

1月14[1

(火）

1月211J

(火）

1J130日

(木）

主な内客

･体操（深呼吸、体を鋤かす

韮本）

･栄誰のバランスをとるために

･ﾉWこり腰揃予防の体操

｡正しい伽のみf

うのうろうの

･刑こり腰捕子I功

･保健推進風による仙脹体操

等方と歯そ

〃

『の体操
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囿1田1回日
「蕊昔（泉。1歳2か月）

’
◎中央公民館

し曰時1月11日(土)午前9時30

分から11時30分（参加費無料）

し内容卓球

し持参ラケット(持っている人）

タオル、上履き

し問い合わせ中央公民館盆(82）

0515

◎湖北地区公民館

し曰時1月11日(土)午前9時30

分から11時30分（参加費無料）

し内容①折り紙②おはなし会、

語り③ベーゴマ④将棋、オセロ

(①は折り紙、ハサミ、のり持参）

傷問い合わせ湖北地区公民館狂

(88)4433

惨日時1月30日から3月7日ま

での毎週火曜から金曜日午前9時

30分から午後3時30分（だだし、

祝日を除く）

医場所白井町中央公民館（受講

無料、テキスト代1万円は別途）

し対象技術や資格を身につけ、

就職を希望する50歳未満の女性で

全日程参加できる方(学生を除く）

し科目・定員ワープロ科、20名

※申し込み方法等詳しくは、白井
町産業課容0474(92)1111へ

す｜

’ ー

ｰ

q

ー ■

ふ じ のきょうへい

藤ノ木耀平〈ん
（白山｡1歳1か月）

や＆

が ’’

貴易美藷…（根戸･1歳5か月）

惨日時1月11日(土)午前9時か

ら11時（雨天中止）

し集合場所古利根沼中央我湖水

路広場

し持参長靴、軍手など

仁問い合わせ古利根の自然を守

る会鈴木盆(88)7109

ち
圃鋤目1国I

や
’’ 競争ﾊ札参順榊制受付

ん 平成9．10年度に市が発注する

工事、コンサルタント、物品、委

託等の競争入礼に参加を希望する

方は、次のとおり「競争入札参加

資格審査申請雪」を提出してくだ

さい。なお、今回の受け付けは、

隔年受け付けの初年度にあだるだ

め、同7年に提出しだ方も再度提

出してください。

公申請書の販売指定様式を2月

3日(月)から14日(金)まで（だだ

し、土・日曜日及び祝日を除く）

市役所管財課で、1部1000円（消

費税含む）で販売

し受け付け郵送で2月21日(金・

必着）までに我孫子郵便局局留め

へ

し問い合わせ管財課契約係公

(86)3000

修日時1月18日、25日、2月1

日のいずれも土曜日午後2時から

4時

し場所中央公民館

し対象市内在住者

シ定員20名（ただし、応募者多

数の場合は抽選）

し持参筆記用具、ハントミタオル

1本

し参加費2000円（教材費含む）

し申し込み・問い合わせハガキ
プリガナ

に住所、氏名、電話番号を明記し、

1月6日（月・消印有効）までに

我孫子新田34中央公民館「アロマ

テラピー入門講座」{系査(82)0515

へ

’くがこうすけ

久我康介〈ん
（我孫子｡1歳6か月）

伝曰時1月2日(木)から5日

(日)午前10時（申し込みは当日会

場で受け付けします）

伝場所金子卓球場(市役所近く）

し参加費1500円（昼食付き）

し問い合わせ金子盃(82)3394

1I

’
◎企画展「描かれだ関宿城～城絵

図の世界～」（入場無料）

し期間1月11日(土)から2月23

日(日)まで

◎第3回川の歴史講座「利根lll水

運と関宿」（受講無料）

し日時1月12日(日)午後1時

し定員70名（先着順）

し申し込み電話で同博物館へ

囮問い合わせ県立関宿城|専物館

丑(96)1400

｜’
可

し日時2月3日(月)受付…午前

g時

し 場 所 市 民 体 育 館

し種目ダブルス個人戦(A・B･

Cのランク別）

惨参加資格市内在住・存勤舂及

び市内のクラブに所属している方

し参加費1組1000円

し 申し込み・問い合わせハガキ

に大会名、ランク別、2人の住所、

氏名、電話番号を明記し、1月14

日（火・必着）までに布佐平和台

3の15の18早乙女和子盃(89)3753

へ
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惣
~、

ｊ
町
ｙ
ｈ
ｍ
門

口

’ ’倖日時1月15日(祝）＊午前の

部一受付10時30分から11時、式典

11時から12時10分＊午後の部・・

受付2時から2時30分、式典2時

30分から3時40分

屋場所市民会館

陰該当者昭和51年4月2日から

同52年4月1日までに生まれだ方

※該当壱で通知が届いていない方

は1月8日(水)まで|こ教育委員会

社会教育課壷(85)1151へご連絡く

ださい。

’
戸曰時1月19日(日)正午から午

後4時30分

し場所湖北地区公民館

し内容＊講演･「生き生きとし

ていますか。今のあなた」、講師

…平山知子（弁護士）＊分科会

第1．．「人として育てる、体､心、

知育」第2…r学ぶ喜びと生き

る力を」第3．．「今、私達の食

は大丈夫』第4･･･「医療､介護、

年金を考える」第5･･･「生き生
き健康ストレッチ」

伝参加費500円（保育希望の方

は別途100円負担有り）

少問い合わせ擢曲狂(82)5673

|｜

’
4

とおり行います。当日、市内外か

ら多くのランナーが参加し、健脚

を競いあいます。皆さんの温かい

ご声援をお願いします。

鯵日時1月19日(日)スタート.－

午前9時50分（雨天決行）

骸コース湖北台中学校周辺

※当日は交通規制が実施されます

ので、周辺の方はご注意ください。

腰問い合わせ教育委員会体育課

云(85)1151

0

’

’
シ日時．場所1月18日(土)午後

1時30分、市民会館（入場無料）

し内容地域のニーズを背負って

医療．保健・福祉の一体化と、そ

のネットワークづくりをめざす人

々の静かな日々の記録

し問い合わせ中央公民館壷(82）

0515

肇

－

東葛6市長

"蒲春を語る”
沼田千葉県知事と東葛6市

長が年頭にあたっての抱負や

共通の問題を話し合います。

少放映日時1月2日(木)午

後6時から7時15分

し放送局名干葉テレビ放送

〔UHF46チャンネル）

楽しく遊ぼう(蕊濯）
女性就業技術講習会参加者

古利根クリーン作戦

ｱﾛﾏﾃﾗビー (芳香療法)入門講座
｢植物の香りでリラックス」

新春将棋大会

平成8年12月1日現在＊世帯数44,046世帯
人口126,205人(前年比十31人）男63,123人女63,082人

、市役所本庁85-1111●市民図書館本館84-1110湖北台
⑦つくし野支所84-8801分館87-3055布佐分館89-1311
●湖北台支所88-0828移動図書館87-0909

．湖北支所88-2111●身体障害者福祉センター88-0141
●布佐支所89-2358●あらき園88-4188
●教育委員会85-1151●つつじ荘88-0123
、水

●消

委
道
防

局84-0111●西部福祉センター85-5818

署84-0119●生活環境課(浄化槽）87-2379

◎少年センター84-1900（ゴミ)87-0015（し尿)88-2547
●保健センター87-1131●近隣センター布佐南89-3740
●市民会館84-3311天王台北82-9988根戸83-5363
●公民館中央82-0515新木88-2010

湖北地区88-4433●市民センター寿83-7722

●鳥の博物館85-2212湖北台88-9927布佐本館89-1193
●市民体育館87-1155布佐ステーションホール89-5800
●都市改造事務所85-1171●市民プラザ83-2111

県立関宿城博物館
｢企画展・川の歴史講座」

我孫子市家庭婦人
ダブルス卓球大会

日曜当番医･1週間の行事

ﾃﾚﾎﾝｻー ピｽ副測鋤‘：

消 防出初式
1⑬

2木

ろ金

4土

S⑧

⑰月

7火

8水

9木

10金

11土

l2e

15月

M火

1s⑬

1⑰木

[毒休日当番医＝テレホンサービス
画一休日救急歯科鯵寂日＝休日救急歯科診韻所(市民会館内)9:00～11:30
逼夢-市民会館・市民図書館・市民体育館・馬の博物館休館
《薮･つつじ荘・西部福祉センター休館《萱市民ブラザ休館

[ず休曰当審医＝テレホンサービス
〃休日救急趨科診頭日＝休日救急歯科診擬所(市民会館内)9:00～11:30

〔訂-市民会館・市民図書館・市民体育館・聡の博物館休館
壷･つつじ荘・西部福祉センター休館章市民ブラザ休館

”･休日当審医＝テレホンサービス
〃休日救急歯科診寂日＝休日叙急歯科診鰯所(市民会館内)9:的～11:30
腫言市民会館・市民図書館・市民体育館・烏の博物館休館
画一つつじ荘・西部福祉センター休館《三市民ブラザ休館

”休日救急歯科診霞日＝休日救急歯科診畷減(市民会館内)9:00~11:30

〃市民会館・市民図書館・市民体育館・鳥の博物館休館

〃市民ブラザ休館

【ず日曜当番医＝テレホンサービス

”休日救急歯科診療日=休日救急歯科診農所(市民会館内)9:00~11:30

【診-市民図書館休館

”心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00
‘ず市民会館・市民図窪館・鳥の博物館休館

〔夛つつじ荘休館〃西部福祉センター休館

〃不動産相談＝市民相談室10:00～15:00

萱アルコール家族教室＝保健センター13:30～15:00

画健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

”市役所閉庁(－部の施設は除く）

〃日曜当番医＝テレホンサービス

”休日救急歯科診療日=休日救急歯科診畷所(市民会館内)9:00~11:30

〃交通率故相談＝市民相談室10:00～15:00
侭歓心配ごと相醗＝保健センター9:00～15:00
言市民会館・市民図塞館・鳥の|騨物館休館
”･つつじ荘休館‘言西部福祉センター休館

〃法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

”つつじ荘休館一西部福祉センター休館

”-休日当番医＝テレホンサービス
”休日救憩掴科診環日＝休日敦急歯科診鯛所(市民会館内)9:00～11:30
I夢・市民図書館休館

[毒つつじ荘休館”-西部福祉センター休館

"･法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
"鳥の博物館休館
画市民プラザ休館

成 人式

I

第4回我孫子市母親学級

新春マラソン大会
地域産業シンポジウム

鱸(締義認詮噌）


